






Understandmg the link b国，weenstate and tr血taspects of self-esteem血asocial conte目
Yuko Nakaiima, Atsushi Shi皿otomai,and Yuko Okamoto 
As people expen四国variousevents m everyday life, their assessment of emotion 
and of self changes. In自由ntyears, research has increasmgly focused on 
individual fluctuation of short-term emotions as a me阻 sof explaining changes in 
self-esteem. In this study, an association betwe熔ntra叫self-esteem(TSE), i.e , self-
es胞emas a charactenstic, and sta胞 self-esteem(SSE), the type of self-esteem th叫
is alterable by daily events we出血aminedEvery day for one week, 61 students 
(23 male) from也reeumvers1ties we四 surveyed.Data were analyzed by 
hierarchical linear and nonlinear modeling, and revealed a positive assoc岨.tion
between SSE and TSE that suggests TSE is a general evaluation and SSE varies 
according to specific 田 penencesIndividual differences were also observed such 
that the SSE and TSE田lationshipwas affected by interpersonal dislocation: those 
who had e却eriencedmterpersonal dislocation, comp町 edwith those who had not, 
demonstrated a te皿pori臼yintensification of both types of self-estee皿










ことが示唆されている（遠藤， 1992；遠藤， 1999;Ros回b町島 1965）。しかし，原田（2008）によれば，自尊
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感情が高い者は，自己の欠点や失敗から学ぶことが出来ず (Dweck,1986），自尊感情が傷ついたときに他






























ある（Solomooet al., 1991）。また， Kowal出＆Leary (1995）によるソシオメー ター 理論がある。ソシオメー タ
ー理論の基本前提として，「自尊心とは，自分と他者との関係を監視する心理的システムであるJ(Kowalski, 









































































































自尊感情尺度と状態自尊感情尺度の主成分分析 ~N = 612 
自尊感情尺度（T餌） M SD 第1主成分負荷量
項目 少なくても人並みには価値のある人間である 24.39 5.57 .88 
項目2 色々な良い素質を持っている 21.13 6.39 .78 
項目 敗北者だと思うことがある 23.75 7.16 .64 
項目4 物事を人並みには，上手くやれる 23.08 5.67 .84 
項目5 自分には自慢できるところがあまりない 19.62 6.63 .83 
項目6 自分に対して肯定的である 21.46 6.66 .73 
項目7 だいたいにおいて，自分に満足している 20.28 6.67 .81 
項目8 自分はまったくだめな人間だと思うことがある 20.39 7.7 .78 
項目9 何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う 22.72 7.48 .91 
状態自尊感情尺度（SSE) M SD 第1主成分負荷量
項目 いま，少なくても人並みには価値のある人間であると感じる 23.93 5.59 .82 
項目2 いま，色々な良い素質があると感じる 20.13 6.27 .78 
項目 いま，敗北者だ却茜じる 26.41 6.53 .77 
項目4 いま，物事を人並みには，上手くやれるていると感じる 21.84 5.56 .83 
項目5 いま，自分には自慢できるところがあまりないと感じる 21.72 7.1 .86 
項目6 いま，自分に対して肯定的であると感じる 22.30 5.82 .80 
項目7 いま，自分にはほぼ満足を感じる 20.07 6.09 .75 
項目B いま，自分はまったくだめな人間だと感じる 23.67 6.75 .87 

























ゴリー ）。これらをまとめて， Table3に示した。本研究では，【対人摩耗 （n= 15）】と【失敗経験 （n= 59）】を
エピソー ド変数として，検討を行った。
【対人摩耗】：対人関係を円滑に進めようとする当事者の意図に反して，気渡れを感じる事態を含むカテ







カテゴリー サプカテゴヲ｝ エピソー ド例 n 
不快体験 劣等感 他人と比較して，自分は劣っていると感じてしまった。 3 
(n = 12) 焦煉感 院試の勉強をして焦りを感じた． 7 
嫌味を言われた 友だもに嫌味を言われた。 2 
怠惰体験 サボった 授業をさぼった。 4 
(n =24) 寝坊をした 授業に寝坊した。 6 
居眠り 授業で、あてられることがわ均込っていたので寝ないようにしよう 8 と．恩っていたけれど、寝かけてしまった。
何もしな泊、った 1日ゴロゴロしていて，何もしなかった。 6 
失敗体験 体調崩した 急に体調が悪くなった。 8 
(n = 59) 出来なかった 予定していたことが出来なかった巴 21 
ミスした パイト先でコップを劃りまくったり他にも色々 やらかした。 18 
上手くいかなかった ゼミのプレゼンが上手くu、かな泊為った。 12 
対人摩耗 理不尽な体験 知らない人から怒られた。 6 
(n = 15) 親と喧嘩をした 親とケンカした。 3 
注意された 先生に怒られた。 6 
対人援助 してあげた 友だちに友だちが休んでいいた時のノー トを見せてあげた． 4 
(n = 11) 感謝された
大学院の授業の後，「意見が一番参考になった」と友だちに
7 感謝された。
他者評価 誉められた 意見発表が上手い、事例への着眼点がよいと誉められた。 12 
(n = 21) 肯定的・好意的評価 人から美しいといわれた。 9 
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Table 3 
KJ法による出来事の分類（続的 （N= 61) 
カテゴリー サプカテゴリー エピソー ド例 I 





被対人援助 人から頼られた 友人に頼られた。 4 
(1 = 38) 誘われた 友人に食事に誘ってもらった。 3 
連絡がきた 中学のときの友達から久しぶりに連絡がきた。 6 
親切にしてもらった 体調が悪いのを心配してもらった。 16 
物をもらった 実家からプレゼントが届いた。 9 
成功体験 出来た 自分の係を全うできた。 27 
(11=52) 物事が進展した 難しい課題が半分終わった。 6 
勝った 郁活の試合でライバル校に勝てた。 4 
終了した いやな授業が無事に終わった。 15 
活動
集団での活動 スボ少の指導に行ってE 子どもたちが普段よりも積極的に 6 
(n = 128) 練習していた。
単独の作業 研究室にこもって、ゼミ資料をずっとつくっていた。 4 




出かけた 高校の友人たちと食事に行った。 33 
イベントに参加した ユニセフの募金活動に参加した。 17 
行った 祖母の誕生日プレゼントを買った。 55 
未分類 天気がv'v、。 8 
TSEとSSEの個人肉における関連
SSE，およびエピソードが， TSEに及ぼす影響を検討するため，階層的線形モデノレ但iぽむchicalLin曲 Z
Models ，以下 HLMと記す）を行った。まず， TSE得点と SSE得点の個人内の関連を検討するため，
町 1何回.e7の SSEが， TSE得点に及ぼす影響を表す指標である，固定効果を算出した。同時に，
timel～回日の SSE得点が TSE得点に及ぼす影響に，有意な個人差があるかを表す指標であるランダム
効果を算出した。この分析を，エピソード変数（［対人摩耗】・【失敗経験】）を投入しないモデル





Yi1 = /Jo1 + /J11X11 + e1 eirN(O，σ2) (1) 
〈レベル2（個人間レベル）〉
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iとJは，それぞれ，週目の測定時点と，J番目の参加者を示している。すなわち，式（！）における%は， i
週目の測定時点における，j番目の参加者の TSEである。同様に， Xuは，細目の測定時点、における，j番
目の参加者の SSE得点である。また， YtJは，誤差を表している。従って，レベル 1の式（！）は， TSE得点
















Poi = Yoo + Y01略 ＋Voj














明するための，失敗経験の有無の回帰係数Yuが有意傾向を示しCr1= -.19,p < .10）。 SSE得点と TSE













ノレを「評価的フィードパックの影響を受けて SSEは形成されるが，形成される SSEの影響を受けて TSEの
高低は変化しうるIと再定義し，文献検討を行った。その結果，明確にSSEとTSEの関係性について論じて
いる研究は少なく，ボトム・アップモデルを実証的に検討する研究が見られなかったと指摘している。ただし，
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